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【海外株式市場】 ～中国貿易統計、ドラギ総裁会見～ 

10日の米国株式市場、ＮＹダウ平均株価は続伸。前日比＋80.71㌦の13471.22㌦で取引を終了。米経済指標

はまちまちの内容だったが、市場予想を上回る中国の貿易統計が好感された。また、ドラギ総裁が「ユーロ

圏経済が2013年後半に景気回復が始まるとみている」と発言したことやＥＣＢ理事会で政策金利の据え置き

が全会一致で決定された事から、景気の楽観的な見方に繋がった。 

12月中国貿易統計は、輸出が前年比＋14.1％（予想：同＋4.6％）、輸入が同＋6.0（予想：同3.3％）と加

速。中国経済の持ち直しをより確かなものにする内容であった。 

新規失業保険申請件数は、37.1万件と市場予想（36.5万件）より若干弱い内容だったが、前週分が37.2万

件から36.7万件に下方改定されたことから、全体としてはまちまちの内容だったと言えよう。 

【外国為替相場・債券市場】 ～円売り加速～ 

10-11日の外国為替市場では、ユーロがドルや円に対して買われる展開となった。①スペイン債の入札が好

調な結果となったことで重債務国の国債利回りが低下したこと、②ＥＣＢ理事会で政策金利据え置きが全会

一致で決定され利下げ観測が後退したこと③ドラギ総裁が理事会後の定例記者会見でユーロ圏経済が「2013

年後半に景気回復に帰する」と発言した事が材料視された。他方、ドル円は狭いレンジでのもみ合いに終始。 

その後、11日の東京時間では11月経常収支が材料視され円売りが加速、1㌦＝89円台まで円安が進んだ。 

15:22 現在

＜主要株価指数＞

終値 前日比
日経平均株価 10801.57 円 148.93 円
ＴＯＰＩＸ 898.69 pt 9.67 pt
ＮＹダウ 13,471.22 ㌦ 80.71 ㌦
ＤＡＸ（独） 7,708.47 ㌦ ▲12. ㌦
ＦＴ100（英） 6,101.51 pt 2.86 pt
ＣＡＣ(仏） 3,703.12 pt ▲14.33 pt
上海総合※ 2,250.42 pt ▲33.241 pt
＜外国為替＞※

89.06 円 0.28 円
118.11 円 0.29 円
1.3262 ㌦ ▲ 0.001 ㌦

＜長期金利＞
日本※ 0.815 ％ ▲ 0.005 ％
アメリカ 1.896 ％ 0.039 ％
イギリス 2.098 ％ 0.074 ％
ドイツ 1.560 ％ 0.083 ％
フランス 2.146 ％ 0.042 ％
イタリア 4.158 ％ ▲ 0.115 ％
スペイン 4.904 ％ ▲ 0.230 ％
オーストラリア 3.444 ％ 0.044 ％
＜商品＞
ＮＹ原油 93.82 ㌦ 0.72 ㌦
ＮＹ金 1678.00 ㌦ 22.50 ㌦

※は右上記載時刻における直近値。図中の点線は前日終値。

(出所）Bloomberg
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【国内株式市場】 ～世界的なリスク選好下、日本株調整の可能性はますます薄れる～  

11日の東京株式市場、日経平均株価は大幅続伸。前日比＋148.93円の10801.57円で取引を終了。為替円安

が好感され大幅高で寄付いた後、高値圏でのもみ合いに終始した。業種別では、鉱業、石油・石炭等の資源

関連株が上昇率上位。輸送用機器、電気機器、海運業などの輸出関連株も買われた。前日発表の中国貿易統

計やドラギＥＣＢ総裁が欧州経済の回復に言及したことが好感され、景気敏感セクターを中心に、世界経済

の回復を見込んだ中長期的なテーマから買いが入っているものと推察される。 

 先行きについては、22日の金融政策決定会合までは円安期待が醸成され易いだろう。日本株は短期的な高

値警戒感が燻る中、ジリジリと上値を切り上げていく展開が予想される。世界的なリスク選好下で日本株が

大きく調整する可能性は低い。 

 

 

【注目点】 ～円安の背景に２つの「緩和」～ 

 日銀の追加緩和期待が円安期待を醸成しているのは言うまでも無いが、もう一つの「緩和」も相当円

安にしていると考えられる。それは欧州の緊張緩和である。10日の欧州債市場では、重債務国の国債利

回りが低下し、金融市場の安定化がより鮮明になった。これが、ユーロ円という関係において「ユーロ

買い・円売り」に繋がるのは当然の結果と言えよう（左上図）。加えて、欧州の緊張緩和は対ドルとの

関係においても円安要因となる（左下図）。主因は「安全資産としての米債需要低下」、すなわち米金

利の上昇が同時進行するためである。これまで欧州の緊張が高まる度に「米債需要増加→日米金利差縮

小→円高」という流れになっていたが、一連の市場安定化策が功を奏し、この流れは逆回転している。

所謂「安倍トレード」により、11月中旬以降のドル円相場は日米金利差から乖離した水準まで円安が進

んでいるが、米金利上昇が円安要因となっていること自体に変化は無い（右上図）。円安の速度が米金

利上昇ペースを凌駕しているものの、方向感は同じである（右下図）。リスク許容度が改善する中で、

相対的に低金利通貨である円が売られるのは極めて自然の流れと言えよう。 

 

【ＮＹダウ・日経平均株価予想レンジ（５営業日内）】 

ＮＹダウ 13350～13650㌦  日経平均株価 10550～11100円   
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